
 令和８年 教育委員会 

 

第16回 定例会 議事日程 
 

                  令和８年10月27日（火） 

第１ 議 案 

【 子ども支援課 】 

（１）議案第 40 号「千代田区立幼稚園使用条例施行規則の一部を改正する規則」 

【 指導課 】 

（１）議案第 41 号「千代田区立九段中等教育学校学則の一部を改正する規則」 

 

第２ 協 議 

【 子ども総務課 】 

（１）審査請求に係る裁決案について【秘密会】 

【 学務課 】 

（１）千代田区立学校の入学に関する規則の一部を改正する規則について 

 

第３ 報 告 

【 子ども総務課 】 

（１）出張ちよだ学びフェスの開催及びちよだ学びフェス本祭の出展団体公募について 

【 子ども支援課 】 

（１）千代田区立保育の実施に関する条例施行規則の一部を改正する規則について 

（２）千代田区立こども園条例施行規則の一部を改正する規則について 

【 児童・家庭支援センター 】 

（１）中高生の居場所プレ施設の運営業務事業者選定結果の報告及び広報チラシについて 

【 子ども施設課 】 

（１）（仮称）四番町公共施設新築工事について 

【 学務課 】 

（１）令和８年度千代田区立小学校連合音楽会の開催について 

（２）令和８年度 合同子ども会の実施について 

【 指導課 】 

（１）令和８年 特別区人事委員会勧告について 

（２）令和８年度全国学力・学習状況調査及び質問調査、区達成度調査について 

（３）いじめ、不登校、はくちょう教室、神田一橋中学校チャレンジクラスの状況

報告（９月分） 

 

第４ その他 

【 子ども総務課 】 

（１）教育委員会行事予定表 

（２）広報千代田（11月５日号） 



 

議案第 40号 

 

千代田区立幼稚園使用条例施行規則の一部を改正する規則 

 

１ 改正理由 

幼稚園の令和９年４月入園申込みにあたり、入園申込書等の様式改正を行う必要があ

るため。 

 

２ 改正対象 

千代田区立幼稚園使用条例施行規則 

 

３ 主な改正内容 

入園申込書等の様式改正 

 

４ 新旧対照表 

別紙のとおり 

 

５ 施行期日 

令和８年 11月１日 

 

６ その他 

千代田区保育の実施に関する条例施行規則及び千代田区立こども園条例施行規則に

ついても、上記１と同様の理由による規則改正を行うため、併せて報告する。 

教 育 委 員 会 資 料 

令和８年 1 0 月 2 7 日 

子 ど も 支 援 課 
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議案第40号 

 

千代田区立幼稚園使用条例施行規則の一部を改正する規則 

 

千代田区立幼稚園使用条例施行規則（昭和62年千代田区教育委員会規則第５号）の一部を次のよ

うに改正する。 

 

新（改正後） 旧（現 行） 

〇千代田区立幼稚園使用条例施行規則 

第１号様式（第６条関係） 

 

 〇千代田区立幼稚園使用条例施行規則 

第１号様式（第６条関係） 
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第２号様式（第６条関係） 

 

第２号様式（第６条関係） 
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第５号様式（第７条関係） 

 

第５号様式（第７条関係） 
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備 考 

１ 改正後の欄中下線が引かれた部分（以下「改正後部分」という。）に対応する改正前の欄中下

線が引かれた部分（以下「改正部分」という。）がない場合には、当該改正後部分を加える。 

２ 改正部分に対応する改正後部分がない場合には、当該改正部分を削る。 

３ 改正部分に対応する改正後部分がある場合には、当該改正部分を当該改正後部分に改める。 

 

附 則 

（施行期日） 

１ この規則は、令和８年11月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則による改正後の第１号様式及び第２号様式の規定は、入園希望日が令和９年４月１日

以後の入園申込みについて適用し、入園希望日が同日前までの入園申込みについては、なお従前

の例による。 



 

 

千代田区立九段中等教育学校学則の一部を改正する規則 

 

 

１ 趣 旨 

 令和８年１０月８日に開催された令和８年東京都教育委員会第 16回定例会の令和９年度

東京都立高等学校等の第一学年生徒の募集人員等について（第 70号議案）において、東

京都の中等教育学校の募集人員は 144名とするなどの議決があった。 

 令和７年６月 12 日付東京都公立中学校、義務教育学校後期課程及び中等教育学校前

期課程における 35 人学級の実施について（通知）に伴い、九段中等教育学校の生徒定員

についても、35 人学級を想定していたが、上記議決に倣い、生徒定員を同様の変更にす

ることとしたい。 

 そのため、千代田区立九段中等教育学校学則の一部改正を行う。 

 

２ 改正内容 

生徒定員について 

   令和９年度の新入生については、１学級あたり35名としていたが、１学級あたり36名

とし、１学年 144名の定員とすることとする。 

 

３ 新旧対照表 

  別紙のとおり 

 

４ 施行予定期日 

  公布の日から施行する。 

教 育 委 員 会 資 料 

令和８年１０月 27 日 

指 導 課 
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議案第41号 

 

千代田区立九段中等教育学校学則の一部を改正する規則 

 

 千代田区立九段中等教育学校学則の一部を改正する規則（平成28年９月13日千代田区教育委員会

規則第11号）の一部を次のように改正する。 

新（改正後） 旧（現 行） 

   附 則（令和７年10月１日教委規則第16号）    附 則（令和７年10月１日教委規則第16号） 

（施行期日） （施行期日） 

１ (現行に同じ) １ (略) 

（生徒定員に関する経過措置） （生徒定員に関する経過措置） 

２ 令和８年度から令和13年度までの間における

生徒定員については、改正後の第３条第１項の

規定にかかわらず、次の各号に掲げる年度の区

分に応じ、当該各号に定める表のとおりとする。 

２ 令和８年度から令和13年度までの間における

生徒定員については、改正後の第３条第１項の

規定にかかわらず、次の各号に掲げる年度の区

分に応じ、当該各号に定める表のとおりとする。 

(１) 令和８年度 (１) 令和８年度 

 学年 １学

年 

２学

年 

３学

年 

４学

年 

５学

年 

６学

年 

合計   学年 １学

年 

２学

年 

３学

年 

４学

年 

５学

年 

６学

年 

合計  

 定員 152 160 160 160 160 160 952   定員 152 160 160 160 160 160 952  

(２) 令和９年度 (２) 令和９年度 

 学年 １学

年 

２学

年 

３学

年 

４学

年 

５学

年 

６学

年 

合計   学年 １学

年 

２学

年 

３学

年 

４学

年 

５学

年 

６学

年 

合計  

 定員 144 152 160 160 160 160 936   定員 140 152 160 160 160 160 932  

(３) 令和10年度 (３) 令和10年度 

 学年 １学

年 

２学

年 

３学

年 

４学

年 

５学

年 

６学

年 

合計   学年 １学

年 

２学

年 

３学

年 

４学

年 

５学

年 

６学

年 

合計  

 定員 140 144 152 160 160 160 916   定員 140 140 152 160 160 160 912  

(４) 令和11年度 (４) 令和11年度 

 学年 １学

年 

２学

年 

３学

年 

４学

年 

５学

年 

６学

年 

合計   学年 １学

年 

２学

年 

３学

年 

４学

年 

５学

年 

６学

年 

合計  

 定員 140 140 144 152 160 160 896   定員 140 140 140 152 160 160 892  

(５) 令和12年度 (５) 令和12年度 

 学年 １学

年 

２学

年 

３学

年 

４学

年 

５学

年 

６学

年 

合計   学年 １学

年 

２学

年 

３学

年 

４学

年 

５学

年 

６学

年 

合計  

 定員 140 140 140 144 152 160 876   定員 140 140 140 140 152 160 872  

(６) 令和13年度 (６) 令和13年度 

 
学年 

１学

年 

２学

年 

３学

年 

４学

年 

５学

年 

６学

年 
合計 

  
学年 

１学

年 

２学

年 

３学

年 

４学

年 

５学

年 

６学

年 
合計 

 

 定員 140 140 140 140 144 152 856   定員 140 140 140 140 140 152 852  

備 考 

１ 改正後の欄中下線が引かれた部分（以下「改正後部分」という。）に対応する改正前の欄中下

線が引かれた部分（以下「改正部分」という。）がない場合には、当該改正後部分を加える。 

２ 改正部分に対応する改正後部分がない場合には、当該改正部分を削る。 

３ 改正部分に対応する改正後部分がある場合には、当該改正部分を当該改正後部分に改める。 

   附 則 

  この規則は、公布の日から施行する。 



 

 

 

千代田区立学校の入学に関する規則の一部を改正する規則について 

 

 

１ 趣 旨 

区立中学校への入学について、保護者による学校選択制を原則とする現行制度を維持しつ

つ、再転入や一時帰国などに伴う意図的な再選択（転学）や短期間の就学が見込まれる場合

に、教育委員会が入学する中学校を指定できるよう見直しを行う。 

 

２ 改正内容 

次のいずれかに該当する場合は、教育委員会が別に定める基準（千代田区立中学校学校選

択実施要綱）により、入学する中学校を指定する。 

 

①転出等に伴い区立中学校を転校した後、転校日の翌日から起算して１年以内に再転入 

（再入学）する場合、転出前の区立中学校を指定する。 

【理由】 

・区立中学校間の転校を原則認めていない中で、再転入による意図的な再選択（転学）を 

防止するため 

・一時的に区外へ転出し再転入した場合、多くの保護者及び生徒は転出前の区立中学校 

への再転入を希望するが、新規転入者と同様に２校の学校見学及び学校選択を求めて 

いることで就学開始時期の遅延が生じているため 

 

②一時帰国に伴い区立中学校に就学する期間が３か月以内の場合、住所地（小学校の学区） 

を基に区立中学校を指定する。 

【理由】 

・短期間の就学であるにもかかわらず、２校の学校見学及び学校選択を求めることで就 

学開始時期の遅延が生じているため 

 

３ 新旧対照表  

  別紙のとおり 

 

４ 施行期日 

  令和８年 11月 10日 

教育委員会資料 

令和８年１０月２7 日 

学 務 課 
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新旧対照表 

○千代田区立学校の入学に関する規則 

 

新（改正後） 旧（現 行） 

（中学校の入学） （中学校の入学） 

第３条 千代田区立中学校（以下「中学校」とい

う。）に入学しようとする学齢児童又は学齢生

徒の保護者（以下「保護者」という。）は、入

学を希望する中学校を選択しなければならな

い。 

第３条 千代田区立中学校（以下「中学校」とい

う。）に入学しようとする学齢児童又は学齢生

徒の保護者（以下「保護者」という。）は、入

学を希望する中学校を選択しなければならな

い。 

２ 前項の規定にかかわらず、千代田区教育委員

会（以下「教育委員会」という。）は、入学し

ようとする学齢生徒が次の各号のいずれかに該

当するときは、教育委員会が別に定める基準に

より、当該学齢生徒が入学する中学校を指定す

るものとする。 

 

 (１) 転出等に伴い中学校を転校した後、当該

転校した日の翌日から起算して１年以内に再

び中学校に転入学するとき 

 

 (２) 一時帰国に伴い中学校に就学する期間が

３か月以内のとき（前号に該当する場合を除

く。） 

 

３ 第１項の規定により中学校を選択する保護者

は、別に定める申請書を指定する日までに教育

委員会に提出しなければならない。 

２ 前項の規定により中学校を選択する保護者

は、別に定める申請書を指定する日までに千代

田区教育委員会（以下「教育委員会」という。）

に提出しなければならない。 

４ 前項の規定による申請に基づき、学齢児童又

は学齢生徒は、保護者が選択した中学校に入学

するものとする。ただし、保護者が選択した中

学校に受入れ可能人数を超える希望者があった

ときは、教育委員会は別に定める基準により、

学齢児童又は学齢生徒が入学する中学校を指定

するものとする。 

３ 前項の規定による申請に基づき、学齢児童又

は学齢生徒は、保護者が選択した中学校に入学

するものとする。ただし、保護者が選択した中

学校に受入れ可能人数を超える希望者があった

ときは、教育委員会は別に定める基準により、

学齢児童又は学齢生徒が入学する中学校を決定

するものとする。 

５ 第３項の規定による申請が保護者からなされ

なかったときは、教育委員会は別に定める基準

により、当該申請に係る学齢児童又は学齢生徒

が入学する中学校を指定するものとする。 

４ 第２項の規定による申請が保護者からなされ

なかったときは、学齢児童又は学齢生徒は、入

学希望者が受入れ可能人数に達しない中学校の

うち居住地に最も近い学校へ入学するものとす

る。 

附 則（令和８年 月 日教委規則第 号）  

この規則は、令和８年 月 日から施行する。  
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新旧対照表 

○千代田区保育の実施に関する条例施行規則 

 

新（改正後） 旧（現 行） 

（保育の実施基準） （保育の実施基準） 

第２条 子ども・子育て支援法施行規則（平成26

年内閣府令第44号。以下「府令」という。）第

１条の５第10号に規定する市町村が認める事由

とは、次の各号のいずれかに該当する場合とす

る。 

第２条 子ども・子育て支援法施行規則（平成26

年内閣府令第44号。以下「府令」という。）第

１条の５第10号に規定する市町村が認める事由

とは、次の各号のいずれかに該当する場合とす

る。 

(１) 死亡、行方不明、拘禁等の状態にあると

き。 

(１) 死亡、行方不明、拘禁等の状態にあると

き。 

 (２) 親族が疾病にかかり又は負傷し、若しく

は心身に障害を有していることにより常時介

護を必要とする場合で、他にこれらの者を介

護する者がいないとき。 

(２) 前号に掲げる状態に類する状態で、特に

保育所（子どもが健やかに育つための環境の

確保に関する条例第２条第４号に定める保育

等施設を定める規則（平成27年千代田区規則

第18号。以下「健やか条例規則」という。）

の表区立保育園の項、私立認可保育所の項、

区立こども園の項、認定こども園の項、幼保

一体施設の項、事業所内保育事業の項及び小

規模保育事業の項に掲げる施設をいう。以下

同じ。）において保育することが適当である

と千代田区長（以下「区長」という。）が認

めるとき。 

(３) 前２号のいずれかに類する状態で、特に

保育所（子どもが健やかに育つための環境の

確保に関する条例第２条第４号に定める保育

等施設を定める規則（平成27年千代田区規則

第18号。以下「健やか条例規則」という。）

の表区立保育園の項、私立認可保育所の項、

区立こども園の項、認定こども園の項、幼保

一体施設の項、事業所内保育事業の項及び小

規模保育事業の項に掲げる施設をいう。以下

同じ。）において保育することが適当である

と千代田区長（以下「区長」という。）が認

めるとき。 

（保育所入所の申込み） （保育所入所の申込み） 

第３条 保育所における保育の実施を希望する保

護者（次条から第６条までにおいて単に「保護

者」という。）は、保育所等入所・転所申込書

（第１号様式。以下「申込書」という。）を区

長に提出するものとする。 

第３条 保育所における保育の実施を希望する保

護者（次条から第６条までにおいて単に「保護

者」という。）は、保育所入所申込書（第１号

様式。以下「申込書」という。）を区長に提出

するものとする。 

（保育所入所の承諾） （保育所入所の承諾） 

第４条 区長は、前条の規定に基づき申込書の提

出を受けたときは、当該申込書及び必要に応じ

た調査等により保育の実施の要件の確認を行

い、保育所への入所を承諾するものとする。 

第４条 区長は、前条の規定に基づき申込書の提

出を受けたときは、当該申込書及び必要に応じ

た調査等により保育の実施の要件の確認を行

い、保育所への入所を承諾するものとする。 

２ 区長は、保護者が次の各号に掲げる場合に該

当するときは、当該各号に掲げる書類を提出さ

せることができる。 

２ 区長は、保護者が次の各号に掲げる場合に該

当するときは、当該各号に掲げる書類を提出さ

せることができる。 

(１) 府令第１条の５第１号に該当する場合 

会社等が発行する就労証明書又はこれに類す

る書類 

(１) 府令第１条の５第１号に該当する場合 

会社等が発行する就労証明書又はこれに類す

る書類 

(２) 府令第１条の５第２号に該当する場合 

母子健康手帳の写し 

(２) 府令第１条の５第２号に該当する場合 

母子健康手帳の写し 

(３) 府令第１条の５第３号又は同条第４号に

該当する場合 医師の診断書又はこれらの状

況を確認できる書類 

(３) 府令第１条の５第３号又は同条第４号に

該当する場合 医師の診断書又はこれらの状

況を確認できる書類 
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(４) 府令第１条の５第５号に該当する場合 

り災証明書又はこれに類する書類 

(５) 府令第１条の５第６号に該当する場合 

求職活動申立書又はこれに類する書類 

(４) 府令第１条の５第６号に該当する場合 

求職活動申立書又はこれに類する書類 

(６) 府令第１条の５第７号に該当する場合 

在学証明書又はこれに類する書類 

(５) 府令第１条の５第７号に該当する場合 

在学証明書又は受講証明書 

(７) 前各号のほか入所が必要な場合 区長が

別に定める必要な書類 

(６) 前各号のほか入所が必要な場合 区長が

別に定める必要な書類 

３ 区長は、保育の実施を承諾したときは、入所

承諾書（第２号様式）を保護者に交付するもの

とする。 

３ 区長は、保育の実施を承諾したときは、入所

承諾書（第２号様式）を保護者に交付するもの

とする。 

（区立保育所における保育の実施時間帯） （区立保育所における保育の実施時間帯） 

第７条 区立保育所（健やか条例規則の表区立保

育園の項に掲げる施設をいう。以下同じ。）に

おける保育の実施時間帯は、次の各号に掲げる

保育の区分に応じ、当該各号に定める時間帯と

する。 

第７条 区立保育所（健やか条例規則の表区立保

育園の項に掲げる施設をいう。以下同じ。）に

おける保育の実施時間帯は、次の表のとおりと

する。 

      区立保育所 基本保育時間 延長保育時間  

      各保育園 

（四番町保育

園を除く。） 

午前７時30分

から 

午後６時30分

から 

 

     午後６時30分

まで 

午後７時30分

まで 

 

      四番町保育園 午前７時15分

から 

午後６時15分

から 

 

    

 

 午後６時15分

まで 

午後８時15分

まで 

 

(１) 基本保育 午前７時30分から午後６時30 

 分まで 

(２) 延長保育 午後６時30分から午後７時30 

分まで 

 

（区立保育所における延長保育） 

 

 

 

 

 

（区立保育所における延長保育） 

第13条 区立保育所に在園する乳幼児で、第７条

第１号に定める時間帯（以下「基本保育時間」

という。）の終了後に引き続き保育を必要とす

るものに対して、同条第２号に定める時間帯（以

下「延長保育時間」という。）の範囲内におい

て、次の各号に定めるところにより延長保育（ス

ポット延長保育（延長保育のうち日を単位とし

て認めるものをいう。以下同じ。）を除く。以

下この条において同じ。）を実施する。 

第13条 区立保育所に在園する乳幼児で、第７条

に規定する基本保育時間（以下「基本保育時間」

という。）の終了後に引き続き保育を必要とす

るものに対して、同条に規定する延長保育時間

（以下「延長保育時間」という。）の範囲内に

おいて、次の各号に定めるところにより延長保

育（スポット延長保育（延長保育のうち日を単

位として認めるものをいう。以下同じ。）を除

く。以下この条において同じ。）を実施する。 

(１) 実施園 区立保育所全園とする。 (１) 実施園 区立保育所全園とする。 

(２) 実施日 実施園の開園日とする。 (２) 実施日 実施園の開園日とする。 

(３) 対象児童 原則として１歳児クラス以上

に在園する乳幼児とする。 

(３) 対象児童 原則として１歳児クラス以上

に在園する乳幼児とする。 

(４) 定員 各実施園総定員の20パーセントと

する。 

(４) 定員 各実施園総定員の20パーセントと

する。ただし、四番町保育園にあっては30パ

ーセントとする。 

(５) 補食の提供 必要に応じて提供する。 (５) 補食・夕食の提供 必要に応じて提供す

る。 

２から９まで （現行に同じ） ２から９まで （略） 
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（区立保育所におけるスポット延長保育の実

施） 

（区立保育所におけるスポット延長保育の実

施） 

第14条 区立保育所において保育の実施を受けて

いる乳幼児で、基本保育時間の終了後に一時的

に保育を必要とするものに対しては、延長保育

時間の範囲内において、次の各号に定めるとこ

ろによりスポット延長保育を実施する。 

第14条 区立保育所において保育の実施を受けて

いる乳幼児で、基本保育時間の終了後に一時的

に保育を必要とするものに対しては、延長保育

時間の範囲内において、次の各号に定めるとこ

ろによりスポット延長保育を実施する。 

(１)から(４)まで （現行に同じ） (１)から(４)まで （略） 

(５) 補食の提供 必要に応じて提供する。 (５) 補食・夕食の提供 必要に応じて提供す

る。 

２ スポット延長保育を利用しようとする保護者

は、その前日の開園日までに園長に申し込まな

ければならない。 

２ スポット延長保育を利用しようとする保護者

は、その前日の開園日までに園長に申し込まな

ければならない。ただし、四番町保育園におい

て２時間のスポット延長保育を利用する場合

は、利用する日の２日前の開園日までに申し込

まなければならない。 

３から６まで （現行に同じ） 

７ 園長は、当該スポット延長保育の利用が次の

各号のいずれかに該当するときは、補食を提供

しないことができる。 

３から６まで （略） 

７ 園長は、当該スポット延長保育の利用が次の

各号のいずれかに該当するときは、補食等を提

供しないことができる。 

(１) 第２項の申込みによらず保育を実施した

とき。 

(１) 第２項の申込みによらず保育を実施した

とき。 

(２) 健康上の理由により補食の提供が困難と

認められたとき。 

(２) 健康上の理由により補食等の提供が困難

と認められたとき。 

(３) その他補食を提供することが困難な事情

が生じたとき。 

８から10まで （現行に同じ） 

(３) その他補食等を提供することが困難な事

情が生じたとき。 

８から10まで （略） 

（区立保育所における延長保育の実施決定の取

消し） 

（区立保育所における延長保育の実施決定の取

消し） 

第15条 園長は、延長保育の申込者又は乳幼児が

次の各号のいずれかに該当する場合は、当該延

長保育等の実施決定を取り消すことができる。 

(１)から(３)まで （現行に同じ） 

第15条 園長は、延長保育の申込者又は乳幼児が

次の各号のいずれかに該当する場合は、当該延

長保育等の実施決定を取り消すことができる。 

(１)から(３)まで （略） 

(４) 前３号のほか、延長保育を実施すること

が困難と認められる事情が生じたとき。 

(４) 前２号のほか、延長保育を実施すること

が困難と認められる事情が生じたとき。 

２ （現行に同じ） 

附 則（令和 年 月 日規則第 号） 

（施行期日） 

１ この規則は、公布の日から施行する。ただし、

次の各号に掲げる規定は、当該各号に定める日

から施行する。 

(１) 第１号様式及び第４号様式の改正規定

並びに次項の規定 令和８年11月１日 

(２) 第７条、第13条及び第14条の改正規定 

令和９年４月１日 

（経過措置） 

２ この規則による改正後の第１号様式の規定

は、入園希望日が令和９年４月１日以後の入園

申込みについて適用し、入園希望日が同日前ま

での入園申込みについては、なお従前の例によ

る。 

２ （略） 
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別表（第13条関係） （別紙のとおり） 別表（第13条関係） （別紙のとおり） 

第１号様式（第３条関係） 第１号様式（第３条関係） 

 

 

 

 
第４号様式（第10条関係） 第４号様式（第10条関係） 
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第７号様式（第13条関係） （別紙のとおり） 第７号様式（第13条関係） （別紙のとおり） 
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新旧対照表 

千代田区立こども園条例施行規則 

 

新（改正後） 旧（現 行） 

   附 則（令和８年 月 日規則第 号） 

 （施行期日） 

１ この規則は、令和８年 11月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ この規則による改正後の第１号様式及び第１

号の２様式の規定は、入園希望日が令和９年４

月１日以後の入園申込みについて適用し、入園

希望日が同日前までの入園申込みについては、

なお従前の例による。 

 

第１号様式（第８条関係） 

 

第１号様式（第８条関係） 
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第１号の２様式（第８条関係） 

 

第１号の２様式（第８条関係） 
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第４号様式（第12条関係） 第４号様式（第12条関係） 
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中高生の居場所プレ施設の運営業務事業者選定結果について 

  

中高生の居場所プレ施設の運営業務について、運営事業者をプロポーザル方式で募集、

選定しましたので、下記のとおり報告いたします。 

 

記 

 

１ 件名 

中高生の居場所プレ施設の運営業務 

 

２ 採否の決定した日 

令和８年 10月８日（木） 

 

３ 運営事業者選定結果 

選 定 事 業 者 株式会社マミー・インターナショナル 

選 定 委 員 会 

区職員４名（子ども部長（委員長）、子ども総務課長、

児童・家庭支援センター所長、子どもの居場所づくり

担当課長）及び外部委員２名の計６名で構成 

参加事業者数 ２者（３者から申込有、うち１者は申込後辞退） 

審査結果（※） A社 101点 B社 102点（満点：125点） 

 

※ 審査においては、事業者の財務等の状況、配置予定職員、事業の提案内容及びプレ

ゼンテーションについて評価を行った。採用基準評価点は満点の６割以上の点数（各

委員の評価平均点）とした。 

教 育 委 員 会 資 料 

令和 ８ 年 10 月 27日 

児童・家庭支援センター 



0.0 cm

スタッフ常駐無料Wi-Fi自習席２４席飲食可能利用無料

中高生専用の居場所
プレ施設開設！

12.1 OPEN！ ここは、

中高生だけの場所。



25.0 cm

※イメージ図
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